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ごみ処理有料化の現状
①平成12年７月に有料指定ごみ袋制度を導入
・ごみの減量化や分別の促進，受益者負担の適正化等を図るため。
・ごみ処理費用の一部を負担していただくもの。
・全国1,741市町村のうち，可燃ごみを有料化（一部有料を除く）
しているのは1,098市町村。
→全国では63.1％が有料化。千葉県では68.5％

（出典：環境省 令和５年度一般廃棄物処理実態調査より）

②粗大ごみの処理は平成17年7月から有料化

★環境省では『一般廃棄物処理有料化の手引き』を
策定するなど有料化を推進
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ごみ処理経費の現状（R４年度～R６年度決算額平均）
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①プラスチック類分別収集開始に伴う費用想定

★上記事業費は，あくまでも現時点での想定であり，実際の収集量や処理形態等により異なります。
★想定事業費は一般廃棄物処理基本計画の見込み収集量に，中間処理業務委託費の予算計上単価
及び容器包装プラのR7年度再商品化委託単価を乗じ，参考として算出したものです。

3



②基幹的設備改良事業での費用想定⑴

★左記事業費は，あくま
でも現時点での想定であ
り，実際の改修内容等に
より異なります。
★想定事業費は一般廃棄
物処理施設整備に関する
方針の想定事業費等を基
に物価上昇率や利子等を
加味し，参考として算出
したものです。
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③基幹的設備改良事業での費用想定⑵

★上記事業費は，あくまでも現時点での想定であり，実際の改修内容等により異なります。
★想定事業費は粗大ごみ処理施設長寿命化総合計画等を基に，参考として算出したものです。
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④基幹的設備改良事業での費用想定⑶
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ごみ処理経費の想定

7



【家庭系(粗大以外)】処理経費に対する負担割合

H11年10月の審議会で指定袋の規格と
価格について答申→１割程度の負担
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【家庭系粗大】処理経費に対する負担割合
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【事業系】処理経費に対する負担割合
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まとめ

• 可燃ごみ等の処理費用 →現状，１割を下回っている

• 経費はあくまでも現時点の想定額 →物価上昇等あれば増加も

• 基幹的設備改良事業を実施 →処理コストの上昇

• プラの経費が発生 →基幹的設備改良事業の交付金交付要件

【以上の点を踏まえると】

• 指定ごみ袋の手数料見直しを検討する必要がある

• 併せて粗大ごみ・事業系ごみの手数料見直しの検討も

• プラのごみ袋の有料化も検討。有料化する場合は，分別促進の
ため，可燃ごみ等との価格差を設けることも検討
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